
建設ＩＣＴ導入研究会（第２回プロジェクト会議） 
 

2009 年 2 月 12 日  
13:30～    

名古屋合同庁舎１号館 
１１階 供用会議室 

 
［司会進行：増（研究会事務局代表）］ 

 
  

１．主催者挨拶  ［副会長（中部地方整備局 企画部長）］ 
 
２．主旨説明   ［代表幹事］ 
 
３．国土交通省 CALS/EC ｱｸｼｮﾝﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 2008（素案）について 

［国土交通省 大臣官房 技術調査課 課長補佐 山田 剛］ 
 
４．情報化施工推進戦略について 

［国土交通省 総合政策局 建設施工企画課 課長補佐 荒井 猛］ 
 
５．討 議 
 

・ 建設ＩＣＴ導入研究会の目標・行動方針について 
・ 行動計画提案について 
・ 取組状況紹介 
・ 意見交換 
 

６．まとめ 
 
（配付資料） 
・参加者名簿 
・建設ＩＣＴ導入研究会《目標・行動方針》 （案） 
・行動計画（案）の提案集 
・建設ＩＣＴ導入研究会《目指す姿》 （案） 
・建設ＩＣＴ導入研究会《進め方》 （案） 
・改善工程（案） 
・平成２１年度建設技術研究開発助成制度 〔チラシ〕 
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普及 支援 研究 可否 人数

プロジェクト会員

＜団体等＞

6 中部建設青年会議 ○ ○ ○ 愛知 参加

11 （社）中部建設協会 ○ ○ ○ 愛知 参加 1

17 （財）日本建設情報総合センター ○ － ○ 東京 参加 2

50 （社）日本建設機械化協会 ○ ○ ○ 東京 参加 1

57 (株)日刊建設通信新聞社 ○ － － 東京 参加 2

58 (財)先端建設技術センター － － ○ 東京 参加 1

107 （独）土木研究所　技術推進本部　先端技術チーム ○ － ○ 茨城 参加

109 国土技術政策総合研究所　高度情報化研究センター　情報基盤研究室 ○ ○ ○ 茨城 参加 1

5 三重県公共事業運営室情報化グループ　伊藤　好幸 ○ － ○ 三重 参加 1

184 (株)建通新聞社　中部支社 ○ － － 愛知 参加 1

189 日経ＢＰ社建設局 ○ － － 東京 参加 1

190 (株)日刊建設工業新聞社名古屋支社 ○ － － 愛知 参加 1

205 東海農政局土地改良技術事務所 ○ － ○ 愛知 参加 2

中部地方整備局 ○ ○ ○ 愛知 参加

＜建設企業＞

8 (株)ＮＩＰＰＯコーポレーション　中部支店 ○ ○ ○ 愛知 参加 2

9 (株)大林組 － － ○ 愛知 参加 2

35 吉川建設（株） － － ○ 長野 欠席

37 中井土木（株） － － ○ 三重 参加 1

38 (株)中村組 ○ － － 静岡 参加 1

39 (株)熊谷組　名古屋支店 － ○ ○ 愛知 参加 2

40 鹿島道路(株)　中部支店 ○ ○ ○ 愛知 参加 3

42 西松建設(株) － － ○ 東京 欠席

47 日本道路（株）　生産技術本部 ○ － ○ 東京 参加 2

67 （株）加藤建設 － ○ － 愛知 参加 1

68 （株）渡邊組 － ○ － 愛知 参加 1

69 太啓建設（株） ○ － － 愛知 参加 1

70 中部土木（株） ○ － － 愛知 参加 1

71 鈴中工業（株） － － ○ 愛知 参加 1

76 大成建設（株） － － ○ 神奈川 参加 1

80 清水建設（株）　名古屋支店 － － ○ 愛知 参加 1

82 （株）市川工務店 － ○ － 岐阜 参加 1

155 前田建設工業(株) － － ○ 愛知 参加 2

158 大成ロテック（株） ○ － ○ 東京 参加 1

196 東急建設（株） － － ○ 愛知 参加 2

200 向井建設（株） － ○ － 東京 欠席

＜コンサルタント企業＞

18 (株)建設技術研究所 ○ － ○ 東京 参加 1

26 （株）近代設計 － － ○ 東京 参加 1

53 アジア航測（株） ○ － ○ 愛知 参加 3

60 中部復建（株） － － ○ 愛知 参加 1

参加状況

建設ＩＣＴ導入研究会　第２回プロジェクト会議参加者名簿

会員
番号

チーム種別
会　　　員　　　名 所在地
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普及 支援 研究 可否 人数

参加状況会員
番号

チーム種別
会　　　員　　　名 所在地

66 八千代エンジニヤリング（株） － － ○ 愛知 欠席

81 日本工営（株） ○ － － 東京 参加 1

85 （有）セクトコンサルタント － － ○ 広島 参加 2

＜開発企業等＞

2 福井コンピュータ（株） ○ － ○ 福井 参加 2

7 （株）トヨトミ ○ ○ － 愛知 参加 2

16 （株）小松製作所 ○ － － 愛知 参加 1

27 （株）建設システム ○ ○ ○ 静岡 参加 1

77 ジオサーフ（株） － ○ ○ 東京 参加 2

78 （株）ニコン・トリンブル ○ ○ － 愛知 欠席

87 ライカジオシステムズ（株） － － ○ 東京 参加 1

88 西尾レントオール（株） － ○ － 愛知 参加 2

90 （株）ジェッセ － － ○ 埼玉 欠席

91 （株）ティーネットジャパン ○ ○ － 東京 参加 2

93 （株）ビーイング － － ○ 三重 参加 2

96 (株)トプコン販売 － － ○ 東京 参加 2

112 アイサンテクノロジー（株） － － ○ 東京 参加 1

114 (株)ベントレー・システムズ － － ○ 東京 参加 1

183 第一測機(株) ○ － － 三重 参加 1

＜地整内職員＞

4 川口　一彦 ○ － ○ － 参加 1

マネジメント委員

名城大学　名誉教授　鈴木　徳行 － － － － 参加 1

国土交通省　大臣官房　技術調査課　課長補佐　山田　剛 － － － － 参加 1

国土交通省　総合政策局　建設施工企画課　企画専門官　森下　博之
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代理：課長補佐　荒井　猛

－ － － － 参加 1

国土技術総合研究所　高度情報化研究センター長　藤本　聡 － － － － 参加 1

土木研究所　技術推進本部　主席研究員　山元　弘 － － － － 参加 1

サテライト会員（聴講）

23 杉山建設（株） － － － 岐阜 参加 1

48 日本道路㈱　中部支店 － － － 愛知 参加 1

94 アイサワ工業㈱　名古屋支店 － － － 愛知 参加 1

156 高木　茂樹 － － － － 参加 1

202 （株）コンピュータシステム研究所 － － － 宮城 参加 1

203 （株）東京建設コンサルタント　名古屋支店 － － － 愛知 参加 1

204 （株）名北総合技研 － － － 愛知 参加 1

中部地方整備局

副会長　企画部長　安田　実 － － － － 参加 1

事務局長　企画部　技術調整管理官　工藤　隆 － － － － 参加 1
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普及 支援 研究 可否 人数

参加状況会員
番号

チーム種別
会　　　員　　　名 所在地

幹　事　企画部　工事品質調整官　渡辺　光吉 － － － － 参加 1

幹　事　企画部　技術管理課長　川本　正和 － － － － 参加 1

幹　事　企画部　施工企画課長　増　竜郎 － － － － 参加 1

幹　事　中部技術事務所　副所長　伊藤　隆盛 － － － － 参加 1

企画部　情報通信技術調整官　三浦　盛男 － － － － 参加 1

企画部　機械施工管理官　加藤　正 － － － － 参加 1

企画部　建設専門官　島崎　誠 － － － － 参加 1

企画部　技術管理課　検査係長桃木　優一 － － － － 参加 1

企画部　技術管理課　基準第一係長　舟橋　邦顕 － － － － 参加 1

企画部　技術管理課　技術審査係長　齊木　雅邦 － － － － 参加 1

企画部　技術管理課　基準第一係　安江　透留 － － － － 参加 1

企画部　施工企画課　施工係長　安部　伊折 － － － － 参加 1

企画部　施工企画課　施工係　岩崎　哲也 － － － － 参加 1

企画部　情報通信技術課　課長補佐　山田　浩 － － － － 参加 1

道路部　道路工事課長　森　三代次 － － － － 参加 1

河川部　河川工事課　課長補佐　森本義也 － － － － 参加 1

中部技術事務所　総括技術情報管理官　山本　昭弘 － － － － 参加 1

中部技術事務所　施工調査課　専門職　田中　昌次 － － － － 参加 1

中部技術事務所　施工調査課長　　相羽　学 － － － － 参加 1

中部技術事務所　施工調査課　機械調査係長　川尻　耕成 － － － － 参加 1

中部技術事務所　施工調査課　機械調査係　牧戸　由美 － － － － 参加 1

国土交通省／地方整備局等

東北地方整備局　施工企画課　施工係長　山本　賢 － － － － 参加 1

関東地方整備局　安全施工管理官　佐藤　郁太郎 － － － － 参加 1

関東地方整備局　機械施工管理官　後藤　正洋 － － － － 参加 1

関東地方整備局　施工企画課　技術評価係　増田　昌彦 － － － － 参加 1

北陸地方整備局　施工企画課　課長補佐大井　孝輝 － － － － 参加 1

北陸地方整備局　施工企画課　施工係　谷澤　俊夫 － － － － 参加 1

近畿地方整備局　施工企画課　施工係長　森　俊彦 － － － － 参加 1

近畿地方整備局　施工企画課　機械設備係　宮下　学 － － － － 参加 1

中国地方整備局　施工企画課長　川端　誠 － － － － 参加 1

中国地方整備局　施工企画課　課長補佐　大原　英雄 － － － － 参加 1

四国地方整備局　施工企画課　課長補佐　元木　真二 － － － － 参加 1

北海道開発局　事業振興部　機械課　調査係長　竹内　清二 － － － － 参加 1

北海道開発局　事業振興部　機械課　調査係　千田　淳 － － － － 参加 1

合計 118



建設ICT導入研究会　《目標・行動方針》　案 2009/2/17

　建設事業全体においてICT（情報通信技術）を活用し、効率的かつ効果的な社会資本整備を実現するもの
　一、生産性の向上
　二、行政サービスの向上
　三、現場技術力の強化

◆目的

　上の目的達成のため、建設ICT導入研究会の２年間の活動にあたり、次の目標及び行動方針を定める

施
工
段
階

設計①《設計の最適化》
　３次元設計・地理情報等の設計情報を基礎とし、視覚化技術を活用した関係者協議・設計検討・施工検討・
維持管理検討、一元化情報の有効活用により、建設プロセス全体での最適な設計を行う。
（関連技術：３次元設計、GIS、３次元測量、航空ﾚｰｻﾞｰ測量、VR、ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ、情報共有ｼｽﾃﾑ等。VE併用）

設計②《設計の効率化》
　一元化情報を基に、設計支援技術等を用い、柔軟・迅速な設計変更、自動的な応力計算・数量計算・積算に
より設計の効率化を図る。

設
計
段
階

　上の目標を踏まえ、ﾓﾃﾞﾙ事業毎に実施体制を組み、実施方法・導入技術・検証項目を設定し、検証結果・改
善策を取りまとめる。個々のﾓﾃﾞﾙの検証結果を、ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ会議等の全体会議で取りまとめ、改善策を講じる。◆行動方針

維持管理①《戦略的維持管理》
　一元化情報を基に、ICタグや維持管理システム等を活用し、効率的且つ効果的な維持管理を行う。

維持管理②《迅速且つ的確な災害復旧支援》
　災害復旧支援にあたり、一元化情報を活用し、無人化の調査・施工技術を活用し、迅速且つ的確な復旧支
援を行う。

◆目標

全
課
程

全課程①《情報の一元化　（協同意識向上・生産性向上）》
　計画・設計の段階から関係情報を一元化し、関係者間の情報の共有・有効活用並びに協同意識の向上を図
り、建設プロセス全体での生産性向上を実現する。
（関連技術：情報共有ｼｽﾃﾑ(ASP等）・3D-CAD統合管理ｼｽﾃﾑ・PMﾂｰﾙ等）

維
持
管
理

施工①《現場の作業性向上》
　一元化情報を活用した施工及び現場管理による施工性の向上、作業進捗状況等の情報を関係者間で共
有・有効活用を図り、意志決定・問題解決の迅速化を図る等現場の作業性を向上する。

施工②《現場管理の効率化・適正化》
　〔現場管理とは、受発注者が行う施工管理・監督検査・工程・品質・安全・環境等のあらゆる管理〕
　従来の段階的・部分的な検査・測量そして関連書類による管理の仕方から、時間・空間の連続的なデータの
リアルタイムな蓄積・確認による現場管理の仕方に変える等、検査・測量や関連書類作成等の手間を省き、現
場管理の効率化・適正化を実現する。
 
　具体の活用技術例として、
（情報化施工技術の活用）
　一元化情報を基に、MCやMG技術により施工し、TS・GNSS・3Dﾚｰｻﾞｰ測量等を活用し、施工データを無線
LAN等を用いてリアルタイムに受発注者の事務所等に送り、施工管理システム・ASP・PMﾂｰﾙ等により出来形管
理、工程管理等の現場管理を行う。
（検査機器関連技術の活用）
　検査機器関連技術を活用し、コンクリート又はアスファルトの温度や強度、騒音・振動・大気質・水質等の環境
データをリアルタイムで蓄積及び確認を行い、品質管理又は環境管理を行う。
（ICタグ関連技術の活用）
　ICタグ関連技術を活用し、材料の組立管理や品質管理を行う。また、ICタグを機材に付し、稼働状況の把握
による出来高確認や積算等へ活用する。更に、ＩＣタグをダンプトラックや作業員のヘルメットに付す等、安全管
理や労務管理を行う。
（映像解析技術の活用）
　施工現場において映像解析技術を活用し、出来形管理・安全管理・品質管理等の現場管理を行う。

　なお、これらＩＣＴを使うことが目的となり反って負担が増えることとならないように留意が必要であり、

共通①《無駄の排除》
　ICTを駆使することで二重管理・関係書類作成等の効率化の可能な業務を摘出し、効率化を図る。

共通②《技術者育成・体制及び制度改善》
　研修や資格制度等を含めた育成プログラムを通じ、ＩＣＴを駆使できる技術者を育成する。また、インセンティ
ブの付与や入札契約制度の改善も含め業務体制・形態の改善を行う。

共
通

建設ICT導入研究会事務局























建設ＩＣＴ導入研究会

 
《 目指す姿 》

 

（案）

 

2009.2.12

現場詰所

計画・調査計画・調査

 

設計設計

 

施工施工

 

－完成－－完成－

 

維持管理維持管理

 

更新（計画）更新（計画）

現
状
・
課
題

設計基礎情報設計基礎情報

 

（３次元設計情報、地形・地質等の地理情報）（３次元設計情報、地形・地質等の地理情報）

 

段階的に詳細情報の付与、変更がなされる段階的に詳細情報の付与、変更がなされる

行政情報

 

（土地利用、環境、地権者、占用物件、文化財、関係自治体、協議内容等）

設計情報

 

（設計条件、構造計算、数

 
量、積算、施工検討、検討過程等）

施工情報

 

（施工者、施工計画、施工体制、工程、進捗、出来形、

 
出来高、資機材、事故状況、環境への負荷、映像、竣工図等）

維持管理情報
（点検履歴、経年変化等）

－建設事業のプロセスー

情報の一元化による有効利用情報の一元化による有効利用
（必要な情報を・必要な人が・必要なときに・必要な場所で）（必要な情報を・必要な人が・必要なときに・必要な場所で）

書類作成の負担が大
書類が煩雑
現場を見られない

設計図面が分かり難い

設計の手戻りが多い

設計変更の手間が多く、

 

改善提案をし難い

関係者協議が不十分で

 

仕事が止まる

計画・設計時の情報が

 

不十分で手戻りが生じる

段階確認や承諾に手間

 

と時間が係る

意志決定が遅い

出来高部分払いの手続

 

きに手間が掛かる

問題が起こったら直す

適切な維持管理が出来

 

ない

設計や施工の情報が利

 

用しにくい

書類作成の簡素化
・一元情報から、検査書

 
類や完成図書を摘出し、

 
書類作成を簡素化
・施工データを自動的

 
に蓄積し確認し、出来

 
形調書等を簡素化

設計の最適化
・設計の視覚化により、

 
設計改善の促進、関係

 
者間の協同意識向上
・施工や維持管理のｼ

 
ﾐｭﾚｰｼｮﾝ等、建設事業

 
全体での最適な設計

現場の効率化
・MCやTS等の活用に

 
よる施工管理、監督検

 
査の効率化
・検査機器やICタグ等

 
の活用による品質管理、

 
安全管理の効率化

設計の効率化
・基礎情報からの自動

 
的な構造計算、数量算

 
出、積算による効率化
・設計支援技術による

 
柔軟且つ迅速な設計変

 
更を実現

意志決定の迅速化
・現場の進捗状況、映

 
像、問題点等について、

 
受発注者共に、瞬時に

 
把握し、諸々の意志決

 
定の迅速化を図る

維持管理の適正化
・設計情報や施工情報

 
を活用した戦略的な維

 
持管理・災害復旧
・維持管理を考慮した

 
設計（ﾗｲﾌｻｲｸﾙｺｽﾄ管

 
理）

視覚化技術
VR,ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ

設計支援技術
自動積算・構造計算

情報化施工技術
MC,MG, TS,統合管理ｼｽﾃﾑ等

情報共有ｼｽﾃﾑ
ASP等

現場管理技術
検査機器、ICﾀｸﾞ、映像技術

維持管理ｼｽﾃﾑ

材料の品質管理やCO2 
等の環境管理に掛かる

 

手間と費用が大きい

測量技術
3D測量、航空測量等

改
善
・効
果

ＩＣタグ
1974-0008-0002
ＩＣタグ

1974-0008-0002

ＩＣタグ
1974-0008-0002
ＩＣタグ

1974-0008-0002

事務所（局）・支社（本社）

ＩＣタグ
1974-0008-0002
ＩＣタグ

1974-0008-0002

視覚化による説明

施工シミュレーション

＊ ICT（ツール）の活用 ＋ 技術力向上（ICTの駆使）

 

＋ 仕事改善（基準・制度、意識）

 

→ 生産性向上・行政サービス向上を達成（改善・効果）

情報の

 

流れ

ICT(ﾂｰﾙ)
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（案）
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研
究
会
設
立

目
標
設
定

モ
デ
ル
事
業
の
実
施

情報化施工モデル事業

 

2009.3～現場開始

（第１弾：道路・河川土工、砂防

 

６事業）

情報化施工モデル事業

 

2009.5 公告開始

（第２弾：ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装、構造物、設備）

測量設計モデル事業

 

2009.5公告開始

建設ICTモデル事業

 

2009.11公告開始

モ
デ
ル
検
証

仕
組
み
改
善
・本
格
化

行
動
方
針
策
定

人材育成・研究開発

実
施
体
制
の
確
立

事業選定・公告（整備局・事務所）

導入技術検討

検証項目設定

検
証
・
改
善

【ﾓﾃﾞﾙ事業特命ﾁｰﾑ】
○発注者（事務所）

 

ﾘｰﾀﾞｰ
○受注者（決定次第）
○技術事務所

 

ｻﾌﾞﾘｰﾀﾞｰ
○整備局
◎プロジェクトメンバーより

 
募集

（計

 

８名程度）
※個々のﾓﾃﾞﾙ事業で特命

 
ﾁｰﾑを設置

モ
デ
ル
検
証
ま
と
め

特
命
チ
ー
ム
合
同
（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
会
議

メンバー選定や技術選定等、
必要に応じ、マネジメント委員会を活用

※募集内容（案）
・希望モデル
・希望工種・業務
・希望導入技術
・経験等

モデル構築
（実施方法、管理方法、情報利用方法等）

技
術
支
援
・
指
導

モデル事業の進め方
全体の目標及び方針に沿って、個々のモデル事業毎に、具体の導入技術や実施方法検証項目を設定

（実施体制として、直営方式・外注方式もあり得る）
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建設ＩＣＴ導入研究会　工程表　案
2008

10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12

■建設ＩＣＴ導入研究会 事務局 11/21設立 第2回 第3回 第4回 第5回

－中間まとめ－ －最終回－

■プロジェクト会議 事務局 11/21第1回 2/12第2回 第3回 第4回 第5回

■モデル事業
　情報化施工モデル事業 ・第１弾：土工（道路、河川、砂防：計６件）

○準備 第１弾開始 第３弾（改良型）開始

　実施体制
・発注者◎、受注者、整備局、技術事務所○
・プロジェクトメンバーより公募☆

→特命ﾁｰﾑ 体制確立

　適用技術
・MC,MG,転圧管理ｼｽﾃﾑ,TS,GNSS
・技術調達方法の確立
・併用技術（情報共有ｼｽﾃﾑ、ＩＣﾀｸﾞ、検査機器、映像技

整備局
特命ﾁｰﾑ

調達方法確立
併用技術の検
討

　適用工事 各県1県以上 整備局 決定

　施工管理・監督検査方法 現行の要領で実施しつつ、改善策を検討 整備局

　積算 必要経費を見込む 整備局

●公告 モデル事業として公告 整備局 ★公告開始 ☆公告開始

○実施 特命ﾁｰﾑ 現場開始

○現場検証、改善 （改善方策検討も含む） 特命ﾁｰﾑ →検証開始

　検証項目案

・施工性、安全性、品質
・施工管理、監督検査の効率化
・改善方策（下記）
・可能な場合、併用技術を試行する

特命ﾁｰﾑ
検証項目検討
　検証項目決定

（改善方策検討）★

・施工管理、監督検査の効率化
・施工データの基準化
・設計データの利用方法
・関連情報の維持管理への利用方策
・施工データを活用した積算の効率化・的確化

特命ﾁｰﾑ フィードバック

　改善適用技術検討
・施工管理ｼｽﾃﾑ
・3次元測量による出来高管理ｼｽﾃﾑ　等

特命ﾁｰﾑ

　まとめ 特命ﾁｰﾑ 研究会で報告 研究会で報告

　情報化施工モデル事業 ・第２弾：アスファルト舗装、構造物、設備

●準備 第２弾 第３弾（改良型）開始

　実施体制
・発注者（事務所）◎、受注者、整備局、技術事務所○
・プロジェクトメンバーより公募☆

→特命ﾁｰﾑ 体制確立

　適用技術案

・MC,MG,転圧管理ｼｽﾃﾑ,TS,GNSS
・３次元設計ﾃﾞｰﾀをベースとした施工管理
・技術調達方法の確立
・併用技術（情報共有ｼｽﾃﾑ、ＩＣﾀｸﾞ、検査機器、映像技

特命ﾁｰﾑ
調達方法確立
適用技術決定

　適用工事 各県1県以上 整備局 適用工事決定

　施工管理・監督検査方法 現行の要領で実施しつつ、改善策を検討 特命ﾁｰﾑ 施工管理方法等決定

　積算 必要経費を見込む 整備局 積算方法決定

●公告 モデル事業として公告 整備局 ☆公告開始 ☆公告開始

○実施 特命ﾁｰﾑ 現場開始

○現場検証、改善 （改善方策検討も含む） 特命ﾁｰﾑ →検証開始

　検証項目案

・施工性、安全性、品質
・施工管理、監督検査の効率化
・改善方策（下記）
・可能な場合、併用技術を試行する

特命ﾁｰﾑ
検証項目検討
　検証項目決定

（改善方策検討）★

・施工管理、監督検査の効率化
・施工データの基準化
・設計データの利用方法
・関連情報の維持管理への利用方策
・施工データを活用した積算の効率化・的確化

特命ﾁｰﾑ フィードバック

　改善適用技術検討
・施工管理ｼｽﾃﾑ
・3次元測量による出来高管理ｼｽﾃﾑ　等

特命ﾁｰﾑ

　まとめ 特命ﾁｰﾑ 研究会で報告 研究会で報告

2009 2010
項目 内容 実施主体
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2008
10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12

2009 2010
項目 内容 実施主体

　測量設計モデル事業

○実施業務案
・各県1件以上
・道路及び河川
・中小規模

整備局

○実施体制
・発注者（事務所）◎、受注者、技術事務所○、整備局
・プロジェクトメンバーより公募★

→特命ﾁｰﾑ 体制確立

○モデル構築

　実施項目案

・全ての関係者の情報共有による協同意識向上
・3次元設計をベースとした関連情報の一元化
・視覚化による設計検討
（関係者間の協議；自治体、占用者、住民等）
・視覚化による施工検討
・一元情報を用いた積算
・一元情報を用いた構造計算
・関連情報の施工段階での利用
・関連情報の維持管理段階での利用

特命ﾁｰﾑ
実施項目検討
　決定

　適用技術
・3D-CAD
・情報共有ｼｽﾃﾑ　等

特命ﾁｰﾑ
適用技術検討
　決定

　適用技術選定
・要件や仕様を設定
→コンペ方式（マネジメント委員会の活用）
・複数選定し、各現場で試行

特命ﾁｰﾑ 適用技術選定

○公告 整備局 ☆公告開始

○実施 特命ﾁｰﾑ ☆実施

○検証、改善 特命ﾁｰﾑ

　検証項目案

・設計業務の進め方
・関係者間の情報共有方法
・一元化する情報の種類
・適用技術の改善策

特命ﾁｰﾑ

　改善方策検討 特命ﾁｰﾑ フィードバック

　まとめ 特命ﾁｰﾑ 研究会で報告

■研究開発
建設技術研究開発助成制度平成２１～ 募集中 〆切3/6

産学官との連携 共同研究（大学、高校） 適宜 情報発信

■建設ＩＣＴ技術者育成

　建設ＩＣＴ現場見学会・セミナー ・適用現場で実施
技術普及
チーム

1/29 以降、2ヶ月毎に実施

　建設ＩＣＴ技術者育成ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ策定
・必要な技術（発注者、受注者）
・研修制度
・資格制度

技術普及
チーム

モデル事業を進めつつ構築 中間取りまとめ

　建設ＩＣＴ研修
情報化施工研修 ・建設機械化協会施工技術総合研究所主催 CMI

施工技術研修 ・発注者向けICT研修（施工技術等） 整備局 ４月より毎週開催予定

◆留意事項
○技術選定方法案

　・活用する技術が複数ある場合は、マネジメント委員会を活用し、要件・仕様を満たす技術をコンペ方式等により選定する。

　・一つ若しくは複数選定し、試行を通じて、要件・仕様を改良する。
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